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表紙

日時

　

2026年６月23日（火曜日）
午前10時（受付開始 午前９時15分）

場所

　

富山市堤町通り一丁目２番26号
株式会社北陸銀行本店
６階会議室

第23期 定時株主総会

招集ご通知
　

書面（郵送）または
インターネット等による議決権行使の期限

行使期限
　

2026年６月22日（月曜日）
午後５時まで

詳しくは４ページをご覧ください。

※中継会場を札幌市に設けております。
※末尾の「株主総会会場ご案内」をご参照ください。
※ご来場者さまへのお土産のご用意はございませんので

あらかじめご了承ください。
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ごあいさつ

　株主の皆さまには、日頃よりほくほくフィナンシャルグループにご厚情を賜り、誠にありがとうございます。
　ここに、第23期定時株主総会の招集のご通知をお届けするにあたり、ご挨拶申しあげます。

　当社はパーパスである「地域を超えて、輝く未来を創る。」を実現するべく、2025年度より中期経営計画
『NEXT STAGE』をスタートし、2年目を迎えております。初年度である2025年度決算において、中期経営計画
最終年度（2027年度）の当期純利益およびROEの目標を達成したことを踏まえ、本年3月に経営指標の目標を上
方修正しております。
　取り巻く環境が大きく変化する中においても、お客さまや地域の課題解決に全力で取り組み、ステークホルダ
ーの皆さまとの連携と共創を通じて当社の企業価値向上に役職員一丸となって取り組んでまいります。

　株主の皆さまにおかれましては、引き続き一層のご支援とご愛顧を賜りますようお願い申しあげます。

パーパス（存在意義）

経営理念
地域共栄：社会的使命を実践し、地域社会とお客様とともに発展します。
公正堅実：�公正かつ堅実な経営による健全な企業活動を目指し、 

信頼に応えます。
進取創造：�創造と革新を追求し、活力ある職場から魅力あるサービスを 

提供します。

ビジョン（目指す姿）
広域地域金融グループとしてのネットワークと総合的な金融サービス 
機能を活用して、地域とお客さまの繁栄に貢献します。

ほくほくフィナンシャルグループの理念体系

－ 1 －



ト
ピ
ッ
ク
ス

株
主
総
会
参
考
書
類

招
集
ご
通
知

事
業
報
告

2026/05/14 10:17:24 / 25301429_株式会社ほくほくフィナンシャルグループ_招集通知_電子提供措置用

招集ご通知

証券コード　8377

2026年６月１日

株　主　各　位
富山市堤町通り一丁目２番26号

取締役社長 中　澤　　宏

　当社ウェブサイト https://www.hokuhoku-fg.co.jp/stocks/generalmeeting/

　東証ウェブサイト
　(東証上場会社情報サービス)

https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/
JJK010010Action.do?Show=Show

東証ウェブサイトでは、「銘柄名（会社名）」に「ほくほくフィナンシャルグループ」または「コード」に「8377」を入力・
検索し、「基本情報」、「縦覧書類/PR情報」、「株主総会招集通知/株主総会資料」の順に選択して、ご確認ください。

第23期定時株主総会招集ご通知
拝啓　日頃は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第23期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあげます。
　本株主総会の招集に際しましては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事
項）について電子提供措置をとっており、以下のインターネット上のウェブサイトに「第23期
定時株主総会招集ご通知」として掲載していますので、お手数ながらいずれかのウェブサイト
にアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

　なお、当日ご出席願えない場合は、書面または電磁的方法（インターネット等）により
議決権を行使することができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、
2026年６月22日（月曜日）午後５時までに議決権を行使してくださいますようお願い申
しあげます。

敬具
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招集ご通知

１．日　　時 2026年６月23日（火曜日）　午前10時
２．場　　所 富山市堤町通り一丁目２番26号

株式会社北陸銀行本店　６階会議室
３．目的事項

報告事項 第23期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）事業報告、計算書
類、連結計算書類ならびに会計監査人および監査等委員会の連結計算書
類監査結果報告の件

決議事項
　第１号議案　剰余金の配当の件
　第２号議案　資本準備金の額の減少の件
　第３号議案　定款一部変更の件
　第４号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件
　第５号議案　監査等委員である取締役３名選任の件

記

以　上
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

◎本株主総会においては、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項を記載した書面をお送りいたしま
す。なお電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令および当社定款の規定に基づき、お送りする書面に
は記載しておりません。なお、監査等委員会および会計監査人は次の事項を含む監査対象書類を監査しております。

　⑴　事業報告のうち下記事項
　　　「当社の現況に関する事項（企業集団の使用人の状況、企業集団の主要な営業所等、
　　　その他の企業集団の現況に関する重要な事項）」、「会社役員に関する事項（責任限定契約、補償契約、
　　　役員等賠償責任保険契約に関する事項）」、「当社の株式に関する事項」、「当社の新株予約権等に関する事項」、
　　　「会計監査人に関する事項」、「財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針」、
　　　「業務の適正を確保する体制」、「特定完全子会社に関する事項」、
　　　「親会社等との間の取引に関する事項」、「会計参与に関する事項」および「その他」
　⑵　連結計算書類
　⑶　計算書類
　⑷　監査報告書

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイトおよび東証ウェブサイトにその旨、修
正前および修正後の事項を掲載させていただきます。

◎代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する他の株主の方１名を代理人として、株主総会にご出席いただ
けます。この場合、議決権行使書用紙とともに、代理権を証明する書面のご提出が必要となりますのでご了承くださ
い。また、株主さま以外の方はご出席いただけませんので、ご注意願います。（お身体の不自由な方の同伴等は除きま
す）

－ 3 －
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議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆さまの大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。
議決権を行使する方法は、以下の3つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

本招集ご通知とあわせてお送りする
議決権行使書用紙を会場受付にご提
出ください。

本招集ご通知とあわせてお送りする
議決権行使書用紙に議案に対する賛
否をご表示のうえご返送ください。

次ページの案内に従って、議案の賛
否をご入力ください。

日　時 行使期限 行使期限

2026年6月23日（火曜日）
午前10時

（受付開始：午前9時15分）

2026年6月22日（月曜日）
午後５時到着分まで

2026年6月22日（月曜日）
午後５時入力完了分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内
こちらに議案の賛否をご記入ください。
第1・2・3号議案

◦ 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
◦ 反対する場合 「否」の欄に〇印
第4・5号議案

◦ 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印
◦ 全員反対する場合 「否」の欄に〇印
◦ 一部の候補者を反対する場合

「賛」の欄に〇印をし、
反対する候補者の番号を
ご記入ください。

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

※議決権行使書用紙はイメージです。

◎議決権行使書用紙において、議案に賛否の表示がない場合は「賛」の表示があったものとしてお取り扱いいたします。
◎議決権行使書面により、複数回議決権行使をされた場合は、最後に当社に到着したものを有効な議決権行使としてお取
り扱いいたします。

◎インターネットにより、複数回議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱い
いたします。

◎書面（郵送）およびインターネット等の両方で議決権行使をされた場合は、インターネット等による議決権行使を有効
な議決権行使としてお取り扱いいたします。

－ 4 －
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インターネット等による議決権行使のご案内

インターネット等による議決権行使のご案内

ログインQRコードを読み取る方法
「スマートSR」

議決権行使コード・パスワードを
入力する方法

議決権行使コードおよびパスワードを入力することなく議
決権行使ウェブサイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://soukai.mizuho-tb.co.jp/　

「スマート行使」での議決権行使は1回のみ。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですがPC向け
サイトへアクセスし、議決権行使書用紙に記載の「議決権行使コー
ド」・「パスワード」を入力してログイン、再度議決権行使をお願
いいたします。

議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読み取ってください。1
議 決 権 行 使 書

御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

見 本
見 本

※‌�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

「スマートSR」画面上部の「議決権行使サイトへ」ボタンを
タップします。以降は画面の案内に従って賛否をご入力く
ださい。

2

※通信環境の影響等により接続しづらい場合は、時間を置いて
再度アクセスしてください。

「議決権行使サイトへ」
をタップ

議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。

2

「議決権行使コード」
を入力

「次へ」をクリック

議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」をご入力ください。

3

「初期パスワード」を
入力

実際にご使用になる
新しいパスワードを
設定してください

「登録」をクリック

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4
※操作画面はイメージです。

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

「次へすすむ」をクリック

機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが
可能です。

－ 5 －
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事前質問、事後配信のご案内

 事前質問受付のご案内

　事前質問受付サイト https://smart-sr.m041.mizuho-tb.co.jp/SA

 事後動画配信のご案内

　事後動画配信サイト https://www.hokuhoku-fg.co.jp/stocks/generalmeeting/

　本株主総会におきましては、スマートSRのサイトにて事前質問の受付をさせていただきます。
頂戴しましたご質問の中で、株主の皆さまの関心の高い事項につきましては、株主総会にてご回答さ
せていただきます。
　ご質問の受付につきましては、以下のサイトよりお寄せいただきますようお願い申しあげます。

【ログイン方法】
スマートフォン・タブレット端末等で入力する場合
　議決権行使書に記載のQRコードを読み取り、「スマートSR」画面の「事前質問はこちら」ボタン
を押下ください。
PC等で入力する場合
　上記URLより、議決権行使書に記載の議決権行使コード・パスワードをご入力のうえ「スマート
SR」へログインし、「株主総会事前質問」ボタンをクリックしてください。

【事前質問受付期間】
2026年６月１日（月曜日）午前９時から2026年６月16日（火曜日）午後５時まで

【事前質問に関する留意事項】
(1) ご質問は株主さまお一人につき３問まで、１問あたり200字以内で簡潔にお願いいたします。
(2) ご質問は株主総会の目的事項に関わる内容に限らせていただきます。（個別事案への質問はお受けする
　  ことはできません）
(3) すべてのご質問に対して回答をお約束するものではございません。また、個別の回答はいたしかねます
　  のであらかじめご了承ください。

　株主さまに本株主総会の模様をご覧いただけるよう、本総会の一部について、後日動画配信を行い
ます。本株主総会終了後、動画配信の準備ができ次第、当社ウェブサイトにてご案内させていただき
ます。
　なお、動画配信に向けた会場内での撮影においては、ご来場の株主さまの容姿が撮影されないよう
可能な範囲において配慮いたしますが、会場の都合等により撮影されてしまう場合がございますの
で、あらかじめご了承のほどお願い申しあげます。

－ 6 －
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剰余金の配当議案

第１号議案 剰余金の配当の件

普通株式１株につき　金65円 総額 7,829,926,325円

＜ご参考＞当社の還元方針について
　中長期的な成長に向けた経営基盤の拡充に努め、安定的な配当を行うことを基本方針とし、株主
還元に取り組んでおります。
　具体的には、機動的な自己株式の取得を含めて普通株式総還元性向を2027年度までに40％を目
途に引き上げ、株主利益と資本効率の向上を目指してまいります。

株主総会参考書類
議案および参考事項

　当社は、グループの中長期的な成長と企業価値向上に向けた経営基盤の拡充に努めつつ、安定的な
配当を行うことを基本方針としております。
　当期の期末配当につきましては、当期の業績を勘案し、普通株式１株につき、以下のとおり65円
とさせていただきたいと存じます。

１．配当財産の種類
金銭

２．株主に対する配当財産の割当に関する事項およびその総額

　なお、中間配当金として昨年12月に１株につき45円お支払いしておりますので、当期の年
間配当金は前期比60円増配の１株につき110円となります。中間配当金の支払い総額は
5,464,041,480円です。

３．剰余金の配当が効力を生じる日
2026年６月24日（水曜日）

－ 7 －
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剰余金の配当議案

第２号議案 資本準備金の額の減少の件
　今後の資本政策における機動性かつ柔軟性を確保するために、会社法第448条第１項の規定に基づ
き、資本準備金の取り崩しを行い「その他資本剰余金」に振り替えたいと存じます。

１．減少する準備金の額
　資本準備金82,034,757,398円のうち64,311,007,398円を減少し、その減少額同額をその
他資本剰余金に振り替えます。

２．資本準備金の額の減少が効力を生じる日
2026年7月31日（金曜日）

－ 8 －
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定款一部変更の件

第３号議案 定款一部変更の件

現　行　定　款 変　更　案
第２章　株　　　　式

（発行可能株式総数）
第５条　当会社の発行可能株式総数は３億９千

万株とする。発行可能種類株式総数は、
普通株式は２億８千万株とし、第５種優
先株式は１億１千万株とする。

（単元株式数）
第６条　当会社の単元株式数は、普通株式は

100株とし、優先株式は1,000株とす
る。

第３章　優　先　株　式
（優先配当金）
第10条　当会社は、第43条に定める剰余金の

配当を行うときは、優先株式を有する株
主（以下、「優先株主」という）または
優先株式の登録株式質権者（以下、「優
先登録株式質権者」という）に対し、普
通株式を有する株主（以下、「普通株
主」という）または普通株式の登録株式
質権者（以下、「普通登録株式質権者」
という）に先立ち、次に定める金額を上
限として、完全子会社となる会社におけ
る旧商法第353条の規定による株主総会
の決議または当該優先株式発行に際して
取締役会の決議で定める額の剰余金の配
当（以下、「優先配当金」という）を支
払う。

　　　　第５種優先株式１株につき、年50円

第２章　株　　　　式
（発行可能株式総数）
第５条　当会社の発行可能株式総数は２億８千

万株とする。

（単元株式数）
第６条　当会社の単元株式数は、100株とす

る。

（削除）
（削除）

１．提案の理由
　2025年12月30日付で当社第１回第５種優先株式42,983,000株を消却したことに伴い、発
行可能株式総数を減じ、第5種優先株式について規定された部分を削除するとともに優先配当
金の除斥期間に関する附則を設けるものであります。

２．変更の内容
変更の内容は、次のとおりであります。
なお、本定款変更案は、今回の株主総会終結の時をもって効力を生ずるものとします。

（下線部分は変更箇所を示しております。）

－ 9 －
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定款一部変更の件

現　行　定　款 変　更　案
　２．優先配当金の額は、当該事業年度におい

て次条に定める優先中間配当金の全部ま
たは一部を支払ったときは、当該金額を
控除した額とする。

　３．ある事業年度において優先株主または優
先登録株式質権者に対して支払う剰余金
の配当の額が優先配当金の額に達しない
ときは、その不足額は翌事業年度以降に
累積しない。

　４．当会社は、優先株主または優先登録株式
質権者に対し、優先配当金を超えて剰余
金の配当の支払いをしない。

（優先中間配当金）
第11条　当会社は、第44条に定める中間配当

を行うときは、優先株主または優先登録
株式質権者に対し、普通株主または普通
登録株式質権者に先立ち、優先株式１株
につき優先配当金の２分の１を上限とし
て、完全子会社となる会社における旧商
法第353条の規定による株主総会の決議
または当該優先株式発行に際して取締役
会の決議で定める額の金銭（本定款にお
いて、「優先中間配当金」という）を支
払う。

（残余財産の分配）
第12条　当会社は、残余財産を分配するとき

は、優先株主または優先登録株式質権者
に対し、普通株主または普通登録株式質
権者に先立ち、次に定める金銭を支払
う。
　第５種優先株式１株につき、500円

　２．優先株主または優先登録株式質権者に対
しては、前項のほか残余財産の分配はし
ない。

（削除）

（削除）

－ 10 －
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定款一部変更の件

現　行　定　款 変　更　案
（取得条項付株式に対する金銭の交付）
第13条　当会社は、第５種優先株式の発行後、

その発行に際して取締役会の決議で定め
る期間を経過した後、当会社の取締役会
が別に定める日をもって、会社法第461
条に定める限度額を限度として、当該決
議でそれぞれ定める時期および市場実勢
を勘案して妥当と認められる額の金銭を
交付して、当該優先株式の全部または一
部を取得することができる。当該優先株
式の一部を取得する場合は、抽選その他
妥当と認められる方法により行う。

（議決権）
第14条　優先株主は、株主総会において議決権

を有しない。ただし、優先株主は、定時
株主総会に優先配当金全部の支払いを受
ける旨の議案が提出されないときはその
総会より、その議案がその定時株主総会
において否決されたときはその総会の終
結の時より、優先配当金全部の支払いを
受ける旨の決議がなされる時まで議決権
を有する。

（株式の併合または分割、新株等の引受権）
第15条　当会社は、法令に別段の定めがある場

合を除くほか、優先株式について株式の
併合または分割を行わない。また、優先
株主には、株式および新株予約権の無償
割当ては行わない。

　２．当会社は、優先株主には募集新株、募集
新株予約権または募集新株予約権付社債
の割当てを受ける権利を与えない。

（優先配当金の除斥期間）
第16条　第45条の規定は、優先配当金および

優先中間配当金の支払いについてこれを
準用する。

（削除）

（削除）

（削除）

（削除）

－ 11 －
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定款一部変更の件

現　行　定　款 変　更　案
第４章　株　主　総　会

第17条～第22条（記載省略）

（種類株主総会）
第23条　第19条、第20条および第22条の規定

は、種類株主総会についてこれを準用す
る。

　２．第18条の規定は、定時株主総会と同日に
開催される種類株主総会にこれを準用す
る。

第５章　取締役および取締役会
第24条～第35条（記載省略）

第６章　監査等委員会
第36条～第38条（記載省略）

第７章　会計監査人
第39条～第41条（記載省略）

第８章　計　　　　算
第42条～第45条（記載省略）

附則
第１条（記載省略）

（追加）

第３章　株　主　総　会
第10条～第15条（現行どおり）

（削除）

第４章　取締役および取締役会
第16条～第27条（現行どおり）

第５章　監査等委員会
第28条～第30条（現行どおり）

第６章　会計監査人
第31条～第33条（現行どおり）

第７章　計　　　　算
第34条～第37条（現行どおり）

附則
第１条（現行どおり）

（優先配当金の除斥期間に関する経過措置）
第２条　当会社は、第23期定時株主総会前に効

力が発生した優先配当金および優先中間
配当金の除斥期間については、同定時株
主総会の決議による変更後の定款第37条
を準用する。

－ 12 －
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取締役選任議案

第４号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件

候補者番号 氏　名 性別 在任期間 現在の当社における
地位および担当

上場企業の
兼職数

再任
１

　

な か

中
 

　
ざ わ

澤
 

　
 

　
 

　
ひろし

宏 男性 ７年
代表取締役社長
指名・報酬委員

再任
２

　

か ね

兼
 

　
ま

間
 

　
ゆ う

祐
 

　
じ

二 男性 ９年

代表取締役副社長
SX推進部担当

人事戦略部副担当
指名・報酬委員

再任
３

　

こ

小
 

　
ばやし

林
 

　
ま さ

正
 

　
ひ こ

彦 男性 ７年
取締役

営業戦略部担当
SX推進部副担当

再任
４

　

あ い

会
 

　
だ

田
 

　
と も

朋
 

　
お

生 男性 １年
取締役

経営企画部副担当
SX推進部副担当

新任
５

　

え

江
 

　
ぐ さ

草
 

　
み

未
ゆ

由
き

紀 女性 ー ー

新任
６

　

ば ん

坂
 

　
ど う

東
 

　
ま

眞
り

理
こ

子
社外

独立役員　
女性 ー ー ２社

社外 社外取締役候補者
独立役員 東京証券取引所・札幌証券取引所の定めに基づく独立役員の候補者

　現在の取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じとします。）全員（５
名）は、本定時株主総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、取締役会の多様性の
確保と機能強化を図るため、社外取締役１名を加え、取締役６名の選任をお願いいたしたいと存じま
す。
　なお、本議案について、監査等委員会で検討がなされ、各候補者は当社の取締役として適任である
との意見表明を受けております。
取締役候補者は、次のとおりであります。

各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

－ 13 －
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取締役選任議案

候補者番号

１
な か

中
ざ わ

澤
 

　
ひ ろ し

宏
再任

取締役在任期間７年
　

1963年３月21日生（63歳）※就任日現在
　

 所有する当社の株式の種類および数
普通株式　19,815株

 現在の当社における地位・担当
代表取締役社長、指名・報酬委員

 取締役会等への出席状況（2025年度）
取締役会　11回／11回（100％）　　指名・報酬委員会　８回／８回（100％）

略歴
当社 子会社等
    2019年    6 月 取締役
    2021年    6 月 取締役（営業戦略部担当）

2022年    6 月 代表取締役社長（現任）

    1986年    4 月 株式会社北陸銀行入行
    2005年    4 月 同　二の宮支店長
    2007年    6 月 同　琴似支店長
    2009年    4 月 同　浅草支店長
    2011年    6 月 同　福井支店長
    2014年    6 月 同　総合企画部長
    2016年    6 月 同　執行役員本店営業部長
    2017年    6 月 同　取締役執行役員本店営業部長
    2018年    6 月 同　取締役常務執行役員

　　富山地区事業部本部長
    2020年    6 月 同　取締役常務執行役員
    2021年    6 月 同　取締役常務執行役員

　　東京地区事業部本部長
    2022年    6 月 同　代表取締役頭取（現任）

重要な兼職の状況
株式会社北陸銀行代表取締役頭取

取締役候補者とした理由
　1986年より当社グループの一員として、支店長や地区事業部本部長を歴任し、豊富な業務経験を有し、業
務全般を熟知しております。また、当社取締役社長および株式会社北陸銀行取締役頭取として、経営経験も
豊富な人物であります。
　その経験・知見を当社の取締役会において活かすことにより、取締役会の意思決定・監督機能の実効的な
強化が期待できるため、取締役候補者としました。

特に期待されるスキル（知識、経験、能力）
企業経営、地域営業・コンサルティング、市場、グローバル、IT・DX、GX、金融、財務・会計

－ 14 －
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取締役選任議案

候補者番号

２
か ね

兼
ま

間
 

　
ゆ う

祐
じ

二
再任

取締役在任期間９年
　

1964年６月11日生（62歳）※就任日現在
　  所有する当社の株式の種類および数

普通株式　11,719株
 現在の当社における地位・担当

代表取締役副社長（SX推進部担当、
人事戦略部副担当）、指名・報酬委員

 取締役会等への出席状況（2025年度）
取締役会　11回／11回（100％）　　指名・報酬委員会　８回／８回（100％）

略歴
当社 子会社等
    2017年    6 月 取締役
    2019年    6 月 取締役

（企画・総務グループ副担当）
    2021年    6 月 代表取締役副社長
    2023年    4 月 代表取締役副社長（SX推進部担当）
    2025年    6 月 代表取締役副社長（SX推進部担当、

人事戦略部副担当）（現任）

    1987年    4 月 株式会社北海道銀行入行
    2002年    1 月 同　花川支店長
    2003年    7 月 同　経営企画グループ調査役

　　グループリーダー
    2005年    10月 同　経営企画部長
    2011年    7 月 同　鳥居前エリア統括兼鳥居前支店長
    2013年    4 月 同　執行役員オホーツク地区営業担当

　　兼北見支店長
    2015年    6 月 同　執行役員札幌・石狩、

　　空知地区営業担当
    2016年    6 月 同　取締役常務執行役員企画管理部門長
    2019年    6 月 株式会社北陸銀行執行役員
    2021年    6 月 株式会社北海道銀行代表取締役頭取

（現任）

重要な兼職の状況
株式会社北海道銀行代表取締役頭取

取締役候補者とした理由
　1987年より当社グループの一員として、経営企画部長や地区営業担当役員を歴任し、豊富な業務経験を有
し、業務全般を熟知しております。また、当社取締役副社長および株式会社北海道銀行取締役頭取として、
経営経験も豊富な人物であります。
　その経験・知見を当社の取締役会において活かすことにより、取締役会の意思決定・監督機能の実効的な
強化が期待できるため、取締役候補者としました。

特に期待されるスキル（知識、経験、能力）
企業経営、人事、地域営業・コンサルティング、市場、IT・DX、GX、金融、財務・会計

－ 15 －
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取締役選任議案

候補者番号

３
こ

小
ば や し

林
 

　
ま さ

正
ひ こ

彦
再任

取締役在任期間７年
　

1964年１月４日生（62歳）※就任日現在
　  所有する当社の株式の種類および数

普通株式　13,700株
 現在の当社における地位・担当

取締役（営業戦略部担当、
　　　　SX推進部副担当）

 取締役会等への出席状況（2025年度）
取締役会　11回／11回（100％）

略歴
当社 子会社等
    2019年    6 月 取締役

（企画・総務グループ担当）
    2021年    6 月 取締役（経営企画部担当）
    2022年    6 月 取締役（営業戦略部担当）
    2023年    6 月 取締役（営業戦略部担当、SX推進部

副担当）（現任）

    1987年    4 月 株式会社北陸銀行入行
    2006年    1 月 同　旭川支店統括副支店長
    2007年    6 月 同　帯広支店長
    2010年    6 月 同　金沢南中央支店長
    2012年    6 月 同　新宿支店長
    2014年    6 月 同　札幌支店長
    2016年    6 月 同　総合企画部長
    2017年    6 月 同　執行役員総合企画部長
    2019年    6 月 同　取締役常務執行役員

株式会社北海道銀行執行役員
    2023年    6 月 株式会社北陸銀行取締役専務執行役員

（現任）

重要な兼職の状況
株式会社北陸銀行取締役専務執行役員

取締役候補者とした理由
　1987年より当社グループの一員として、営業、経営企画等に携わる等、豊富な業務経験を有し、業務全般
を熟知しております。また、当社取締役および株式会社北陸銀行取締役専務執行役員として、経営経験も豊
富な人物であります。
　その経験・知見を当社の取締役会において活かすことにより、取締役会の意思決定・監督機能の実効的な
強化が期待できるため、取締役候補者としました。

特に期待されるスキル（知識、経験、能力）
企業経営、人事、地域営業・コンサルティング、IT・DX、GX、金融、財務・会計

－ 16 －
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取締役選任議案

候補者番号

４
あ い

会
だ

田
 

　
と も

朋
お

生
再任

取締役在任期間１年
　

1968年１月31日生（58歳）※就任日現在
　  所有する当社の株式の種類および数

普通株式　3,996株
 現在の当社における地位・担当

取締役（経営企画部副担当、
　　　　SX推進部副担当）

 取締役会等への出席状況（取締役就任以降）
取締役会　９回／９回（100％）

略歴
当社 子会社等
    2025年    6 月 取締役（経営企画部副担当、SX推進

部副担当）（現任）
1990年    4 月 株式会社北海道銀行入行
2008年    4 月 同　伊達支店長
2012年    7 月 同　北栄エリア統括兼北栄支店長
2015年    10月 同　札幌駅北口エリア統括

　　兼札幌駅北口支店長
　　兼札幌駅北口支店光星出張所長

2018年    6 月 同　執行役員十勝地区営業担当
　　兼帯広支店長

2022年    6 月 同　常務執行役員本店法人営業部
　　本店長

2024年    6 月 同　取締役常務執行役員（現任）
2025年    6 月 株式会社北陸銀行　取締役執行役員

（現任）

重要な兼職の状況
株式会社北海道銀行取締役常務執行役員
株式会社北陸銀行取締役執行役員

取締役候補者とした理由
　1990年より当社グループの一員として、支店長や地区営業担当役員を歴任し、豊富な業務経験を有し、業
務全般を熟知しております。また、当社取締役、株式会社北海道銀行取締役常務執行役員および株式会社北
陸銀行取締役執行役員として、経営経験も豊富な人物であります。
　その経験・知見を当社の取締役会において活かすことにより、取締役会の意思決定・監督機能の実効的な
強化が期待できるため、取締役候補者としました。

特に期待されるスキル（知識、経験、能力）
企業経営、人事、地域営業・コンサルティング、グローバル、IT・DX、GX、金融、財務・会計

－ 17 －
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取締役選任議案（6.7候補）新任依頼分

候補者番号

５
え

江
ぐ さ

草 
み

未
ゆ

由
き

紀
新任

　1968年１月21日生（58歳）※就任日現在
　  所有する当社の株式の種類および数

普通株式　ー　株

略歴
当社 子会社等
    2024年    5 月 経営企画部（ブランディング戦略室）

シニアマネージャー
    2025年    10月 営業戦略部　シニアマネージャー

（現任）

    1990年    4 月 住友商事株式会社入社
    2004年    1 月 同　ライフスタイル・リテイル事業本部　

ブランド事業部　ブランドチーム長
    2016年    2 月 同　広報部制作チーム長　部長代理
    2020年    4 月 同　サステナビリティ推進部

部長代理　CSR統括チーム長
    2024年    3 月 同　退職
    2024年    5 月 株式会社北陸銀行入行

経営企画部　部長
    2025年    10月 同　営業統括部　部長（現任）
    2026年    6 月 同　執行役員（予定）

株式会社北海道銀行　執行役員（予定）

重要な兼職の状況
株式会社北陸銀行執行役員（予定）
株式会社北海道銀行執行役員（予定）

取締役候補者とした理由
　2024年より当社グループの一員として、経営企画部部長や営業統括部部長を歴任し、コーポレートブラン
ディングやAI・デジタルマーケティング等の業務経験を有しております。また、前職においても豊富な経
験・知見を有している人物であります。
　その経験・知見を当社の取締役会において活かすことにより、取締役会の意思決定・監督機能の実効的な
強化が期待できるため、取締役候補者としました。

特に期待されるスキル（知識、経験、能力）
企業経営、地域営業・コンサルティング、グローバル、IT・DX、金融

－ 18 －
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取締役選任議案（6.7候補）新任依頼分

候補者番号

６
ば ん

坂
ど う

東 
ま

眞
り

理
こ

子
新任 社外 独立役員

　1946年８月17日生（79歳）※就任日現在
　

 所有する当社の株式の種類および数
普通株式　ー　株

略歴
    1969年    7 月 総理府入府
    1985年    10月 内閣総理大臣官房参事官・内閣審議官
    1989年    7 月 総務庁統計局消費統計課長
    1994年    7 月 内閣総理大臣官房男女共同参画室長
    1995年    4 月 埼玉県副知事
    1998年    6 月 在オーストラリア連邦ブリスベン

日本国総領事
    2001年    1 月 内閣府男女共同参画局長
    2003年    10月 学校法人昭和女子大学理事
    2007年    4 月 昭和女子大学学長

    2014年    4 月 学校法人昭和女子大学理事長
    2016年    7 月 同　総長（現任）
    2017年    6 月 MS&ADインシュアランスグループ

ホールディングス株式会社
社外取締役
農林中央金庫経営管理委員

    2019年    12月 株式会社三菱総合研究所
社外取締役（現任）

    2023年    3 月 株式会社イトーキ社外取締役
（現任）

重要な兼職の状況
学校法人昭和女子大学　総長
株式会社三菱総合研究所　社外取締役
株式会社イトーキ　社外取締役

社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要
　坂東氏は、長年の金融機関における社外役員の経験に加え、学校法人昭和女子大学の理事長としての学校
法人経営の経験から、金融・経営分野における豊富な経験と幅広い見識を有しております。また、内閣府男
女共同参画局長、在オーストラリア連邦ブリスベン日本国総領事等要職を歴任され、総長として学校法人昭
和女子大学の教育に携わるなど、行政・教育分野における豊富な経験と幅広い見識も有しております。
　これらの経験・見識を活かし、経営陣から独立した立場で、当社の取締役会の意思決定・監督機能の実効
的な強化に貢献いただくことを期待し、社外取締役候補者としました。
　なお、同氏は、過去に社外役員となること以外の方法で会社の経営に関与したことはありませんが、上記
の理由により、社外取締役として、その職務を適切に遂行できるものと判断しております。

独立性に関する補足説明
　同氏は、当社が定める社外取締役の独立性判断基準を満たしております。

特に期待されるスキル（知識、経験、能力）
企業経営、人事、グローバル

－ 19 －



ト
ピ
ッ
ク
ス

株
主
総
会
参
考
書
類

招
集
ご
通
知

事
業
報
告

2026/05/14 10:17:24 / 25301429_株式会社ほくほくフィナンシャルグループ_招集通知_電子提供措置用

取締役選任議案（6.7候補）新任依頼分

⑴　当社グループを主要な取引先とする者、またはその者が法人等である場合にはその業務執行者。
⑵　当社グループの主要な取引先、またはその者が法人等である場合にはその業務執行者。
⑶　当社グループから役員報酬以外に、多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会

計専門家または法律専門家等。
⑷　当社グループを主要な取引先とするコンサルティング事務所、会計事務所および法律事務所等の社員等。
⑸　当社グループから、多額の寄付等を受ける者、またはその者が法人等である場合にはその業務執行者。
⑹　当社の主要株主（総株主の議決権の10％以上を保有する株主）、またはその者が法人等であ

る場合にはその業務執行者。
⑺　次に掲げる者（重要でない者は除く）の近親者。
　　Ａ．上記⑴～⑹に該当する者。
　　Ｂ．グループ会社の取締役、監査役、執行役員および重要な使用人等。
※「最近」の定義 実質的に現在と同視できるような場合をいい、例えば、社外取締役

として選任する株主総会の議案の内容が決定された時点において該
当していた場合等を含む。

※「主要な」の定義 直近事業年度の連結売上高（当社の場合は連結業務粗利益）の１％
以上を基準に判定する。

※「法人等」の定義 法人以外の団体を含む。
※「多額」の定義 過去３年平均で、年間1,000万円以上
※「近親者」の定義 二親等以内の親族
※「重要でない者」の定義 「重要」な者としては、会社の役員・部長クラスの者や会計事務所や法律

事務所等に所属する者については公認会計士や弁護士などを指す。
以　上

(注) 取締役候補者に関する記載事項
　当社は、役員等が職務の遂行にあたり期待される役割を十分に発揮できるよう、取締役全員を被保険者とし
て、保険会社との間で役員等賠償責任保険契約を締結しております。本定時株主総会において、中澤氏、兼間
氏、小林氏、会田氏、江草氏および坂東氏の取締役選任が承認された場合は、各候補者は当該保険契約の被保険
者となります。当該保険契約では、被保険者である役員等がその職務の執行に関し責任を負うこと、または、当
該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害について填補することとされています。但
し、法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害は填補されないなど、一定の免責事
由があります。保険料は会社が全額負担しており、被保険者の実質的な保険料負担はありません。また、当該保
険契約には免責額の定めを設けており、当該免責額までの損害については填補の対象としないこととされていま
す。なお、各候補者の任期途中である2026年７月に当該保険契約を更新する予定であります。

(注) 社外取締役候補者に関する記載事項
⑴　坂東氏は、社外取締役候補者であります。なお、本定時株主総会において坂東氏の選任が承認されることを

条件として、東京証券取引所および札幌証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、両取引所に届け出
る予定です。

⑵　当社は、社外取締役が職務の遂行にあたり期待される役割を十分に発揮できるよう、社外取締役との間で、
会社法第423条第１項の損害賠償責任の責任限度額を、同法第425条第１項に定める最低責任限度額とする責
任限定契約を締結しております。本定時株主総会において、坂東氏の取締役選任が承認された場合は、同内容
の責任限定契約を締結する予定であります。

■（ご参考）当社が定める社外取締役の独立性判断基準
当社における社外取締役は、原則として、現在または最近において以下のいずれの要件にも該当しない者とする。

－ 20 －
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監査等委員である取締役選任議案

第５号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

候補者番号 氏　名 性別 在任期間
（うち監査等委員）

現在の当社における
地位および担当

上場企業の
兼職数

再任
１

　

お

小
 

　
が わ

川
 

　
ま

万
り

里
え

絵
社外

独立役員　
女性

４年
（４年）

取締役
（監査等委員）
指名・報酬委員

０社

再任
２

　

よ こ

横
 

　
い

井
 

　
 

　
 

　
ゆたか

裕
社外

独立役員　
男性

４年
（２年）

取締役
（監査等委員）
指名・報酬委員

１社

再任
３

　

ま き

牧
 

　
の

野
 

　
し ん

真
 

　
や

也
社外

独立役員　
男性

２年
（２年）

取締役
（監査等委員）
指名・報酬委員

１社

社外 社外取締役候補者
独立役員 東京証券取引所・札幌証券取引所の定めに基づく独立役員の候補者

　現在の監査等委員である取締役３名は、本定時株主総会終結の時をもって任期満了となりますの
で、監査等委員である取締役３名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　なお、本議案については、監査等委員会の同意を得ております。
　監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。

各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

－ 21 －
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監査等委員である取締役選任議案

候補者番号 再任 社外 独立役員

社外取締役在任期間　　４年
うち監査等委員在任期間４年
　１

お

小
が わ

川
 

 
ま

万
り

里
え

絵
1962年11月22日生（63歳）※就任日現在

　  所有する当社の株式の種類および数
普通株式　1,300株

 現在の当社における地位・担当
取締役監査等委員、指名・報酬委員

 取締役会等への出席状況（2025年度）
取締役会　11回／11回（100％）　　監査等委員会　11回／11回（100％）
指名・報酬委員会　８回／８回（100％）

略歴
    1986年    4 月 日本銀行入行
    2001年    5 月 同　情報サービス局調査役
    2006年    11月 同　文書局企画役
    2010年    8 月 同　総務人事局企画役

（ダイバーシティ推進グループ長）
    2015年    4 月 大妻女子大学短期大学部非常勤講師（兼務）
    2017年    6 月 日本銀行　文書局企画役
    2019年    6 月 同　富山事務所長
    2022年    3 月 同　退任

    2022年    4 月 学校法人桜美林学園
法人本部ダイバーシティ推進室長
桜美林大学キャリア開発センター部長

    2022年    6 月 当社社外取締役（監査等委員）
（現任）

    2024年    10月 学校法人桜美林学園
総合企画部長兼ダイバーシティ推進室長

    2025年    5 月 同　常務理事（現任）
    2026年    4 月 同　総合企画部長兼ダイバーシティ推進部長

（現任）

重要な兼職の状況
学校法人桜美林学園　常務理事　総合企画部長兼ダイバーシティ推進部長

社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要
　小川氏は、長年にわたり日本銀行の要職を歴任し、金融・法務分野における豊富な経験・知見を有してお
ります。また、地域経済に精通し、ダイバーシティ推進にも幅広い見識を有しております。
　これらの経験・見識を活かし、多様な視点から、経営陣から独立した立場で、当社の監査機能や取締役会
の意思決定・監督機能の実効的な強化に貢献いただくことを期待し、監査等委員である社外取締役候補者と
しました。
　なお、同氏は、過去に社外役員となること以外の方法で会社の経営に関与したことはありませんが、上記
の理由により、社外取締役として、その職務を適切に遂行できるものと判断しております。

独立性に関する補足説明
　同氏は、当社が定める社外取締役の独立性判断基準を満たしております。

特に期待されるスキル（知識、経験、能力）
人事、リスク管理・コンプライアンス、金融

－ 22 －
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監査等委員である取締役選任議案

候補者番号 再任 社外 独立役員

社外取締役在任期間　　４年
うち監査等委員在任期間２年
　２

よ こ

横
い

井
 

　
ゆ た か

裕
1955年１月10日生（71歳）※就任日現在

　  所有する当社の株式の種類および数
普通株式　4,100株

 現在の当社における地位・担当
取締役監査等委員、指名・報酬委員

 取締役会等への出席状況（2025年度）
取締役会　11回／11回（100％）　　監査等委員会　11回／11回（100％）
指名・報酬委員会　８回／８回（100％）

略歴
    1979年    4 月 外務省入省
    2006年    9 月 在米国大使館公使
    2008年    7 月 在上海総領事
    2010年    8 月 在中華人民共和国特命全権公使
    2011年    9 月 外務報道官

（外務報道官広報文化組織統括）
    2013年    8 月 特命全権大使トルコ国駐箚
    2016年    3 月 特命全権大使中華人民共和国駐箚
    2020年    12月 外務省退官

    2021年    3 月 東洋インキSCホールディングス株式会社
（現artience株式会社）社外取締役

    2021年    10月 学校法人千葉工業大学　審議役
（現任）

    2022年    1 月 同　特別教授（現任）
    2022年    3 月 artience株式会社社外取締役

（監査等委員）（現任）
    2022年    6 月 当社社外取締役
    2024年    6 月 当社社外取締役（監査等委員）

（現任）

重要な兼職の状況
artience株式会社社外取締役（監査等委員）
学校法人千葉工業大学　審議役・特別教授

社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要
　横井氏は、長年にわたり外務省の要職を歴任し、外交を通じて培われた国際感覚と、世界の情勢や経済・
事業環境に関する豊富な見識を有しております。
　これらの経験・見識を活かし、グローバルな視点から、経営陣から独立した立場で、当社の監査機能や取
締役会の意思決定・監督機能の実効的な強化に貢献いただくことを期待し、監査等委員である社外取締役候
補者としました。
　なお、同氏は、過去に社外役員となること以外の方法で会社の経営に関与したことはありませんが、上記
の理由により、社外取締役として、その職務を適切に遂行できるものと判断しております。

独立性に関する補足説明
　同氏は、当社が定める社外取締役の独立性判断基準を満たしております。

特に期待されるスキル（知識、経験、能力）
リスク管理・コンプライアンス、グローバル

－ 23 －
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監査等委員である取締役選任議案

候補者番号 再任 社外 独立役員

社外取締役在任期間　　２年
うち監査等委員在任期間２年
　３

ま き

牧
の

野
 

　
し ん

真
や

也
1961年３月19日生（65歳）※就任日現在

　  所有する当社の株式の種類および数
普通株式　300株

 現在の当社における地位・担当
取締役監査等委員、指名・報酬委員

 取締役会等への出席状況（2025年度）
取締役会　11回／11回（100％）　　監査等委員会　11回／11回（100％）
指名・報酬委員会　８回／８回（100％）

略歴
1983年    4 月 安田生命保険相互会社入社
2004年    1 月 明治安田生命保険相互会社に改称
2005年    12月 同　富山支社長
2009年    4 月 同　営業人事部長
2012年    4 月 同　商品部長
2013年    7 月 同　執行役　商品部長
2015年    4 月 同　常務執行役
2017年    4 月 同　専務執行役

    2020年    4 月 同　執行役副社長
    2020年    7 月 同　取締役　執行役副社長
    2021年    7 月 同　取締役　代表執行役副社長
    2024年    4 月 同　取締役
    2024年    6 月 当社社外取締役（監査等委員）

（現任）
    2024年    6 月 トピー工業株式会社　社外監査役

（現任）
    2024年    7 月 明治安田損害保険株式会社

代表取締役会長（現任）

重要な兼職の状況
明治安田損害保険株式会社代表取締役会長
トピー工業株式会社社外監査役

社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要
　牧野氏は、明治安田生命保険相互会社の取締役代表執行役副社長として経営に携わり、企業経営者として
豊富な経験と幅広い見識を有しております。金融機関経営の専門家としての経験・見識を活かし、経営陣か
ら独立した立場で、当社の監査機能や取締役会の意思決定・監督機能の実効的な強化に貢献いただくことを
期待し、監査等委員である社外取締役候補者としました。

独立性に関する補足説明
　同氏は、当社が定める社外取締役の独立性判断基準を満たしております。
　なお、同氏が2024年７月まで取締役に就任していた明治安田生命保険相互会社において、役員の保険につ
いて当社との間で取引がありますが、その金額は同社連結売上高および当社連結業務粗利益の１％未満であ
ること等から、独立性に影響を与えるものではありません。

特に期待されるスキル（知識、経験、能力）
企業経営、人事、IT・DX、金融、財務・会計
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監査等委員である取締役選任議案

(注) 取締役候補者に関する記載事項
　　当社は、役員等が職務の遂行にあたり期待される役割を十分に発揮できるよう、取締役全員を被保険者とし

て、保険会社との間で役員等賠償責任保険契約を締結しております。本定時株主総会において、小川氏、横井
氏および牧野氏の監査等委員である取締役選任が承認された場合は、各候補者は当該保険契約の被保険者とな
ります。当該保険契約では、被保険者である役員等がその職務の執行に関し責任を負うこと、または、当該責
任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害について填補することとされています。但
し、法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害は填補されないなど、一定の免責
事由があります。保険料は会社が全額負担しており、被保険者の実質的な保険料負担はありません。また、当
該保険契約には免責額の定めを設けており、当該免責額までの損害については填補の対象としないこととされ
ています。なお、各候補者の任期途中である2026年７月に当該保険契約を更新する予定であります。

(注) 社外取締役候補者に関する記載事項
⑴　小川氏、横井氏および牧野氏は、社外取締役候補者であります。なお、当社は小川氏、横井氏および牧野氏

を東京証券取引所および札幌証券取引所の定めに基づく独立役員として、両取引所に届け出ております。本定
時株主総会において小川氏、横井氏および牧野氏の選任が承認された場合は、当社は引き続き小川氏、横井氏
および牧野氏を独立役員とする予定であります。

⑵　小川氏および横井氏の当社社外取締役としての在任期間は、本定時株主総会終結の時をもって４年、牧野氏
の当社社外取締役としての在任期間は、本定時株主総会終結の時をもって２年となります。

⑶　小川氏の当社監査等委員である社外取締役としての在任期間は、本定時株主総会終結の時をもって４年、横
井氏および牧野氏の当社監査等委員である社外取締役としての在任期間は、本定時株主総会終結の時をもって
２年となります。

⑷　当社は、社外取締役が職務の遂行にあたり期待される役割を十分に発揮できるよう、小川氏、横井氏および
牧野氏との間で、会社法第423条第１項の損害賠償責任の責任限度額を、同法第425条第１項に定める最低責
任限度額とする責任限定契約を締結しております。本定時株主総会において、小川氏、横井氏および牧野氏の
監査等委員である取締役選任が承認された場合は、同内容で責任限定契約を更新する予定であります。

－ 25 －
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（参考）取締役会の構成・規模

ご参考 取締役会の構成・コーポレートガバナンス

１．取締役会の構成・規模の考え方
　取締役会について、全体として多様な知見・専門性を備えたバランスの取れた構成を図るととも
に、取締役会の機能が効果的・効率的に発揮され、かつ建設的な議論ができる適切な員数を維持する
こととしております。

取締役会　　 2025年度開催回数 11 回
　グループ全体の経営にかかる重要方針を決定し、当社ならびに子会社の経営管理・リスク管理・監
査について管理監督します。

社内取締役 社外取締役 女性取締役割合 社外取締役割合

６名 ６名 33.3% 50.0%

監査等委員会　　 2025年度開催回数 11 回
　監査の方針・計画・方法や、選定監査等委員の職務の遂行に関する事項を決定し、取締役の職務の
執行の監査や、監査等委員以外の取締役の選任・報酬等についての意見の決定等を行います。

社内取締役 社外取締役 女性取締役割合 社外取締役割合

１名 ５名 33.3% 83.3％

指名・報酬委員会　　 2025年度開催回数 ８回
　取締役会の諮問機関として、委員の過半数を社外取締役で構成し、委員長は社外取締役から選定し
て、取締役・経営陣幹部の人事・報酬に関する事項への適正な助言・関与等を行います。

社内取締役 社外取締役 女性取締役割合 社外取締役割合

２名 ６名 37.5% 75.0％

※上記の構成員数・比率は本定時株主総会終結時点の体制に基づくものです。

－ 26 －
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（参考）取締役会の構成・規模

選定方針

　銀行の経営管理を的確、公正かつ効率的に遂行することができる知識および経験を有
す、あるいは当社グループ外の職務経験等から見て職務遂行に必要な高い能力や知見・
識見を有する者で、かつ十分な社会的信用を兼ね備え、経営理念にもとづき、当社グル
ープの企業価値を高めることが期待できる者を選定することとしております。

手 続 き 　公正かつ透明性を図るため、指名・報酬委員会からの助言を得るとともに、監査等委
員会から適任であるとの意見表明を受け、取締役会で決定しております。

選定方針

　取締役の職務の執行の監査を的確、公正かつ効率的に遂行することができる知識およ
び経験を有す、あるいは当社グループ外の職務経験等から見て職務遂行に必要な高い能
力や知見・識見を有する者で、かつ十分な社会的信用を兼ね備え、経営理念にもとづ
き、当社グループの企業価値を高めることが期待できる者を選定することとしておりま
す。

手 続 き 　選定基準等にもとづき監査等委員会の同意を得て、取締役会で決定しております。

◆後継者計画（サクセッションプラン）について
　当社およびグループ企業の経営管理を的確、公正かつ効率的に遂行できる知識・経験を有し、十
分な社会的信用を兼ね備え、当社グループの企業価値を高めることが期待できる者を、グループ中
核企業の代表取締役を含む経営陣として継続的に配置できるように、後継者指名に至る一連の取り
組みについて、重要な段階ごとに考え方とプロセスをサクセッションプランとして明確化しており
ます。
　また、独立社外取締役が議長を務め、過半数を社外取締役で構成する「指名・報酬委員会」は、
サクセッションプランの定めに基づき、後継者候補の選出・育成・評価という重要なプロセスにお
いて、必要な審議を重ねております。
　これらの取り組みにより、当社グループを率いる後継者候補の指名が、客観性・透明性を保ちな
がら高い実効性のもとで実行されるように運用をおこなっております。

２．取締役候補者の選定方針・手続き

⑴　監査等委員であるものを除く取締役候補

⑵　監査等委員である取締役候補

＝ご参考＝

－ 27 －
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（参考）スキルマトリックス（依頼分）

企業経営 企業等の経営や組織運営に関する知識・経験・能力

人事 人事労務、人材戦略や役職員のウェルビーイングに関する知識・経験・能力

地域営業・コンサルティング
地域経済を活性化させるためのソリューション提供、企業支援に関する知

識・経験・能力

リスク管理・コンプライアンス リスク管理、法務やコンプライアンスに関する知識・経験・能力

市場 市場運用に関する知識・経験・能力

グローバル グローバルな視点や海外事業に関する知識・経験・能力

IT・DX システムの企画・運用・管理やデジタル分野に関する知識・経験・能力

GX サステナビリティや環境分野への取り組みに関する知識・経験・能力

金融 金融業界に関する知識・経験・能力

財務・会計 財務戦略、会計に関する知識・経験・能力

３．取締役会のスキルマトリックス
　当社では、地域・お客さまの課題解決と企業価値向上を共に実現するために、第6次中期経営計画
に定める戦略のエンジンや経営戦略に照らし、取締役会が果たすべき役割と必要なスキル（知識、経
験、能力）を以下の通り考えております。

ビジョン

広
域
地
域
金
融
グ
ル
ー
プ

と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、

総
合
的
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
能
を

活
用
し
て
、
地
域
と
お
客
さ
ま
の

繁
栄
に
貢
献
し
ま
す
。

金融・非金融の融合による
課題解決力の深化

持続的な成長を支える
経営基盤の強化

多様な人材が活躍し
活力あふれる企業文化の定着

戦略のエンジン 取締役会が果たすべき役割 必要なスキル

将来の経営環境に関する深い洞察のもと、経営戦略及びこれと
整合する投資・人財・資本戦略の策定・遂行を監督すること

企業経営、金融、
財務・会計

リスク管理・コンプ
ライアンス

地域営業・コンサルティング、
グローバル、市場

IT・DX

人事、GX組織・人財を適切にマネジメントし、役職員のウェルビーイン
グや、サステナビリティを牽引すること

DXへの深い洞察を持ち、企業変革・成長を牽引すること

コンプライアンスとリスク管理を牽引すること

地域社会、国際社会と共存する企業集団を実現すること

スキルの詳細

－ 28 －
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（参考）スキルマトリックス（依頼分）

当社取締役会が備えるべきスキル（知識、経験、能力）

氏名 企業経営 人事
地域営業・
コンサルテ
ィング

リスク管
理・コンプ
ライアンス

市場 グロー
バル IT・DX GX 金融 財務・

会計

監
査
等
委
員
で
な
い
取
締
役

中澤　宏 63歳 男性　 ● ● ● ● ● ● ● ●

兼間　祐二 62歳 男性　 ● ● ● ● ● ● ● ●

小林　正彦 62歳 男性　 ● ● ● ● ● ● ●

会田　朋生 58歳 男性　 ● ● ● ● ● ● ● ●

江草　未由紀 58歳 女性　 ● ● ● ● ●

坂東　眞理子 79歳 女性
社外　

● ● ●

監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役

松原　幸洋 57歳 男性　 ● ● ● ●

舟本　馨 71歳 男性
社外　

● ● ●

小川　万里絵 63歳 女性
社外　

● ● ●

横井　裕 71歳 男性
社外　

● ●

牧野　真也 65歳 男性
社外　

● ● ● ● ●

奥村　浩子 64歳 女性
社外　

● ● ● ●

　本議案承認後の体制および各取締役のスキルは以下のとおりです。取締役会全体として必要なスキ
ルが備わっているものと考えております。

※年齢は、本定時株主総会終結時点での年数です。

－ 29 －
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（参考）実効性評価

STEP 1 STEP 2 STEP 3
取締役会にて、本年度の評価の実
施方法、アンケートの質問項目に
ついて審議

全取締役（監査等委員含む）あてに匿
名方式のアンケートを実施するととも
に、社外取締役にインタビューを実施

その結果に基づき、監査等委員会
の助言を得たうえで、取締役会に
て審議

2024年度の課題 課題への取組状況

重要テーマの議題選定、
審議機会の確保・時間の捻出

・年間スケジュールに沿って重要議案を選定するとともに、当月の審議
議案について、早期に共有した。

・審議時間のメリハリ（重要度に応じた説明時間の設定）を継続。

執行側からの情報連携
・審議内容の論点を明確化できるように、議案の決議や判断に必要な資
料と検討の背景など議案を理解するための資料に色分けし、資料構成
や分量の改善を図った。

・取締役会後の当日の議論にかかる追加質問や説明要請を受付。

グループガバナンスの監督 ・当社および子銀行の社外役員ミーティングを設定し、人事制度等重要
事項に関する意見交換会を実施。

４．取締役会の実効性評価
　当社は、取締役会の実効性評価を毎年度実施しており、その結果を分析・自己評価するとともに、
特定された課題について継続的に改善に取り組むことで、取締役会の実効性の向上に努めておりま
す。

⑴　具体的なプロセス

⑵　質問項目
　①取締役会の構成と運営、②経営戦略と事業戦略、③企業倫理とリスク管理、④経営陣の評価と報酬、
　⑤ステークホルダーとの対話

⑶　2025年度の主な取り組み

⑷　評価結果及び2026年度の取組方針
　　アンケート結果やインタビューの分析結果を踏まえ、取締役会並びに取締役会の下に設置された

社外取締役を主要メンバーとする指名・報酬委員会の構成・運営は適切であり、取締役会の実効
性は確保できていると評価しております。

　　さらなる議論の深化・実効性の向上を図るべく、年間スケジュールに沿った重要議案の選定及び
議論の充実を図るとともに、資料内容の改善（スムーズな理解に繋がる議案様式の検討や検討プ
ロセス・議案背景の情報提供）や議案の重要性・優先度に応じた説明や時間配分を継続し、十分
な議論の時間を確保してまいります。

　　当社および子銀行の社外役員ミーティングなど取締役会以外の場も活用した情報提供、現場視察
を通じた情報提供を行ってまいります。

－ 30 －
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トピックス 政策保有株式に関する考え方

　当社および中核子会社（北陸銀行、北海道銀行）では、上場株式の政策保有に関する方針を定め、
縮減に向けた取り組みを進めております。

⑴　当社グループの政策保有株式に関する縮減目標
　当社は、2025年度からスタートした中期経営計画において、2027年度末までに、時価ベース残
高で連結純資産対比20％未満とする縮減目標を設定しております。

⑵　縮減に向けた取り組み状況
　政策保有株式は、個別銘柄毎に資本コストを勘案した指標に基づき保有に伴うリスク・リターンを
計測し、毎年取締役会において保有意義の総合的な検証と保有可否を判断しております。
　またコーポレートガバナンス・コード、企業価値向上への取り組みといった観点も踏まえて政策保
有株式の縮減交渉を継続しており、2025年度は銘柄で37社、時価で190億円の縮減を進めました。
市場全体の株価上昇を要因として、政策保有株式の時価総額は54億円増加の1,632億円となりました
が、連結純資産に対する比率は1.7％低下の22.3％となりました。
　今後も政策保有先との丁寧な話し合いを継続し、引き続き計画達成に向けて着実に縮減を進めてま
いります。

(参考)　政策保有株式の保有状況

1,925

30.9%
29.7% 29.8%

24.0%

22.3%

2022/3末 2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末 ・・・ 2028/3末

1,815
1,982

1,577

133
136

125

59
235

232

224

198

1,632
44
197

1,556 1,446
1,632

1,319
1,392

190 246
連結純資産対比
みなし保有株式
非上場株式
上場株式

株価上昇分

解除・売却分

＜時価残高変動要因＞

20.0％未満へ

時価残高/連結純資産対比（億円/％）

銘柄数 600社 583社 572社 521社 484社

－ 31 －
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トピックス ROEに関する考え方

①事業ポートフォリオの収益性（RORA等）の改善
②役務益（非金利収入）の増強
③OHRの改善（生産性の向上）

⑴　資本コストを意識した経営に向けた対応
【現状分析・課題】
　当社グループは、企業価値向上に向けて、経営会議および取締役会において、資本コストと株価を
意識した経営に向けた重要指標として資本コストやROE、PBR等の現状分析・改善策の議論を定例的
に実施しております。
　PBRについては、第6次中期経営計画期間（2025～2027年度）に「1倍に近づける」と目標を掲
げておりましたが、業績向上と株価の上昇等を背景に2025年度中に1.0倍を達成いたしました。
　PBRの更なる向上に向けて、ROEの持続的な向上が重要であるとの認識のもと、以下を重点課題と
して取り組んでおります。

【戦略・方針】
　上記課題を踏まえ、第6次中期経営計画（2025～2027年度）において、「トップライン向上」
「コストコントロール」「株主還元強化・資本効率向上」の戦略を策定し、ROE向上を図ってまいり
ます。

【ROE向上に向けたロジックツリー】

ROE
向上

中計期間目標 トップライン向上

・マーケット戦略による資金需要の創出
・シェア拡大、地域ポテンシャル拡大の好循環を
  通じた事業性貸出の増強

・普通株式総還元性向を2027年度までに
  40％を目途に引き上げ

・戦略的投資によるトップライン強化でOHRを
  コントロール
・経営改善を通じた与信費用コントロール

・富裕者層を中心に高度なソリューションを
  ワンストップで提供
・デジタルチャネルの拡大による顧客接点の強化

株主還元強化
資本効率向上

コストコントロール

8.5％

－ 32 －
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⑵　ROE向上の取り組みについて
　ROEについては、中計最終年度（2027年度）の目標を8％台としておりましたが、2025年度に達
成する見通しとなったことを踏まえ、本年3月に中期経営計画の経営指標目標を見直しました。最終
年度（2027年度）目標を8.5%、長期目標を11%と上方修正し、企業価値向上に向けた取り組みを
加速してまいります。

3.51% 3.29% 3.52% 3.66%

6.05%

8.66%【ROEの推移】

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

＜トップラインの向上＞
　マーケット戦略の遂行により、事業性貸出を中心に新たな資金需要を創出し、シェア拡大・地域ポ
テンシャル拡大の好循環を通じて、事業性貸出残高の積み上げを図ってまいります。
　足もとでは、貸出金・預金残高が順調に拡大しており、資金利益の増加に寄与しております。さら
に、中期経営計画のKPIであるSX/GX関連投融資（2025～2027年度累計）を1.2兆円に見直しして
おり、「SX/GX先進地域」の実現と当社の収益機会拡大の両立を図ってまいります。
　役務益については、LBOやプロジェクトファイナンスなどのファイナンス組成やデリバティブなど
のニーズ発掘を軸に法人ソリューション収入の増加を図ってまいります。富裕者層に対しては、各階
層別にチームを創設するなど体制を増強し、銀行、ほくほくTT証券、ほくほくコンサルティングが
一体となり資金供給も含めたワンストップソリューションを拡大してまいります。

＜コストコントロール＞
　経費については、持続的成長に向けた投資を拡充しつつ、適切なコントロールによってOHR（2行
合算）40%台後半の達成を目指しております。
　具体的には、次世代型店舗の整備、アプリやATMの機能向上、生産性向上に向けた生成AI等への
投資を進めるとともに、キャリア採用の強化、職員の処遇改善、ソリューション人材育成等の人的資
本投資を推進してまいります。

＜株主還元強化・資本効率向上＞
　当社グループは、株主還元方針を「機動的な自己株式の取得を含めて普通株式総還元性向を2027
年度までに40%を目途に引き上げ」としております。
　2025年度の普通株式総還元性向は39.5％であり、引き続き株主還元の充実を図りつつ、資本効率
及び企業価値向上に努めてまいります。

以　上

－ 33 －
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企業集団の事業の経過及び成果等

添付書類

第23期　事業報告（2025年４月１日から2026年３月31日まで）

１．当社の現況に関する事項
⑴　企業集団の事業の経過及び成果等
[企業集団の主要な事業内容]
　当社グループは、金融持株会社である当社、子会社13社及び関連会社２社で構成され、北海道、
北陸三県、東京・名古屋・大阪の三大都市圏に拠点を持つ広域地域金融グループを形成しておりま
す。当社グループでは、北陸銀行と北海道銀行の銀行業を中心に、金融商品取引業、コンサルティン
グ業務、リース業務、クレジットカード業務、信用保証業務、ソフトウェア業務、サービサー業務、
ベンチャーキャピタルなど、お客さまの様々なニーズに対応する総合金融サービスを提供しておりま
す。

[金融経済環境]
　当期の日本の経済は緩やかな回復基調で推移しました。特に、物価高の影響を受けつつも、所得情
勢の改善を受けた個人消費が全体を押し上げました。
　金融面では、昨年12月に日本銀行が金融政策決定会合で政策金利を0.75％へ引き上げ、約30年ぶ
りの金利水準となりました。その一方、中東地域における軍事衝突を背景とした情勢の緊迫化が、原
油の価格高騰や供給不安を招いております。わが国でも、原油由来の資材不足やインフレの加速など
といったリスク要因が顕在化しつつある中で、先行きの不確実性は高まっております。
　このような情勢下、当社グループの主要営業地域である北陸三県においては、能力増強投資や省力
化投資を中心に設備投資が増加するなど、景況感は緩やかに持ち直しております。また、同じく主要
営業地域である北海道においては、北海道新幹線の札幌延伸工事や、札幌市街地における再開発事業
などが進展しました。さらに次世代半導体の量産化をはじめとする成長産業に向けた設備投資など
も、道内景気を下支えしました。

[企業集団の事業の経過及び成果]
　当社グループの主要な営業エリアである北陸、北海道、三大都市にはそれぞれ地域特有のポテンシ
ャルがある一方、人口減少や産業特有の付加価値向上等の課題も多く、地域の課題解決がより一層重
要となっております。このような環境の中、当社グループは長期的な「地域のありたい姿」や「当社
の目指す姿」からバックキャスティングで第6次中期経営計画「NEXT STAGE」を策定しました。
「金融・非金融の融合による課題解決力の深化」「持続的な成長を支える経営基盤の強化」「多様な
人材が活躍し活力あふれる企業文化の定着」の3点を戦略のエンジンに位置付け、これらを通じて
「地域・お客さまの課題解決」と「当社の企業価値向上」、そして当社グループのパーパスである
「地域を超えて、輝く未来を創る。」の実現に向けて取り組んでおります。その初年度として取り組
み、預金・貸出金の堅調な増加や持続的な成長に向けた各種施策の取組状況を踏まえ、当初掲げた経
営指標の目標値を上方修正するに至りました。

－ 34 －
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重
点
指
標

経営指標 2025年度
実績

当初目標
（2027年度）

修正後目標
（2027年度）前期比

1 ROE 8.66％ +2.61％ 8％台 8.5％

2 当期純利益 588億円 +198億円 550億円 650億円

3 自己資本比率 9.79％ △0.36％ 10％台 10％台

4 OHR 51.82％ △8.72％ 50％台 40％台後半

　重点指標の実績と各種取り組み内容は以下のとおりです。

重点指標の実績

重点戦略の取り組み内容

－ 35 －
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企業集団の事業の経過及び成果等

主戦略 具体的戦略およびリソース配賦
北陸 顧客接点強化と地域課題の解決

力向上によりMarket Shareを
更に高め、圧倒的存在感と安定
的な収益基盤の確保につなげる

・課題解決の担い手の創出と本部サポートセンターによ
る接点強化

・戦略分野の人材の育成によるコンサルティング提案力
の向上

・コンサルティングメニューの拡充と高度化
⇒　設備投資ニーズ等の地域ポテンシャルを拡大

北海道 Market Chanceが見込まれる
道央地区を中心に次世代産業等
への取り組みによって、中長期
的な収益機会の確保を目指す

・SX/GX人材を育成し道央地区へリソースを重点投入
・ほくほくコンサルティング㈱の事業領域を拡大し、北

海道全域でシナジーを発揮
⇒　次世代産業を中心に成長ポテンシャルを顕在化

東京・大阪・
名古屋ほか

歴史ある店舗と長年の取引で築
き上げた顧客基盤を活かしなが
ら、人員を戦略的に配置するこ
とで、Market Sizeを最大限に
活用し、収益の確保を目指す

・ストラクチャードファイナンスの強化
・富裕層や企業オーナー層のニーズを捉えた戦略商品の

投入
・新規取引開拓の専担者配置とサテライト拠点の検討

⇒　都市部における当社のポテンシャルを顕在化

金融・非金融の融合による課題解決力の深化
　事業性貸出を中心としたマーケット戦略、サステナビリティ戦略、地域活性化戦略の３つの戦略に
基づいて、経営環境の変化に伴って多様化するお客さまのニーズに対応してまいります。

＜事業性貸出を中心としたマーケット戦略＞
　地域企業の挑戦を金融面から支えるため、事業性貸出をマーケット戦略の中核に位置付け、単に資
金を供給するだけでなく、お客さまの事業を深く理解したうえで成長戦略の伴走支援や経営課題の解
決につながる提案を行うことで、地域経済の活性化と当社の持続的な成長の両立を図っております。

－ 36 －
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＜サステナビリティ戦略＞
　地域のポテンシャルを当社グループとして最大限発揮していくため、SX/GXを戦略上の中核とし
て位置付け、地域・取引先を先導していくことが重要と考えております。「地域」「お取引先」「自
社」の3つの価値向上をゴールに各種施策に取り組んでまいります。

地域の社会・環境
課題の解決

自社の持続的成長

【基盤構築】地域・自社のSX/GXを実践する人材の高度化

研修の充実化・評価の新設

2025年度

地域の価値向上
地域のリーディングカンパニーとして地域の主要プレイヤーとともに
環境価値向上に取り組み、地域のサステナビリティを強力に先導する

SX/GX・次世代産業関連の積極的な情報の収集・整理および地域成長
に向けた仕組みの構築

SX/GX関連投資累計額

目標水準

2022 ～ 24年度累計実績 5,765億円
2025 ～ 27年度累計目標     1.2兆円

目的

取組

取引先の価値向上
ファイナンス・ソリューションを通じてサステナビリティ経営を支援

サステナファイナンス商品およびソリューションの充実化と推進強化
（気候変動対応、自然資本、人的資本対応）

SX/GX関連ソリューション
収益累計額

目標水準

2022 ～ 24年度累計実績     26億円
2025 ～ 27年度累計目標     40億円

自社の価値向上
2030年度
Scope1,2
実質ゼロ化

地域内で率先した
CO2削減の実施

2050年度
Scope3
実質ゼロ化

Scope1,2
CO2排出量

CDPスコア投融資先排出量の
実データ把握

開示情報の精緻化
・充実化

第三者検証実施、
CDPスコアUP

目標水準

目標水準

2024年度 14,454t-CO2
2027年度   6,400t-CO2

SX/GX人材
（コア・ミドル）

2024年度       186名
2027年度目標 350名

2024年度   B
2027年度   A-

目的

取組

目的

取組

コア人材

ミドル人材

ベース人材

2026年度
SX/GX専担部署に一定期間配置し、ノウハウを蓄積

環境省認定脱炭素アドバイザーアドバンスト相当の取得推奨
新制度で認定された人材を主要店舗に配置スキルの維持・高度化を図るための新制度設計 新制度で認定された人材を全店舗に配置
全員参画を目指したFG評価制度の新設

2027年度
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企業集団の事業の経過及び成果等

WEBチャネル

個人向けアプリ
金融、非金融機能の拡充
セキュリティの向上

2025/3末

1,020

2026/3末

1,161
アプリユーザー数（千人）

法人ポータル
決済機能の利便性向上
各種サービスのデジタル化

2025/3末

59,935

2026/3末

63,574
法人ポータル登録先数（先）

　

リアルチャネル

ATM網の拡充
2024年７月、北海道のコンビニエンススト
ア「セイコーマート」と共同し「道民の
ATM」の設置を開始。
2025年10月からプロモーションを強化し、
利用件数はさらに増加

道民のATM１台あたりの取引件数

2025／３月　16.8件／日

2026／３月　24.8件／日

＜地域活性化戦略＞
　人口減少や少子高齢化により地域の労働力が不足していること、企業数の減少に伴う地域経済の衰
退など、各地域にはさまざまな課題があると認識しております。当社グループの広域店舗網とソリュ
ーション機能を最大限活用し、産学官金連携や、観光産業を起点とした地域の魅力向上支援、まちづ
くりや企業進出支援などに取り組むことで、地域課題の解決および地域経済の活性化に取り組んでま
いります。

持続的な成長を支える経営基盤の強化
　地域に根差した高いシェアと営業基盤を強みに、広域にわたる店舗ネットワークやATMなどの利
便性向上に取り組むとともに、アプリやポータルサイトなど非対面チャネルの拡充を進めておりま
す。

＜リテールマーケット戦略～顧客利便性の向上＞
　金利ある世界となり預金の重要性が増している中、対面と非対面の両面でサービスの質をさらに高
め、顧客接点の最適化を図ることで選ばれ続ける金融機関として経営基盤の拡充を目指してまいりま
す。

＜リテールマーケット戦略～ワンストップソリューション＞
　持続的に顧客基盤を拡大し収益力を高めていくためには経営資源の効果的な投入が不可欠であり、
顧客をセグメント化しそれぞれのニーズに応じたマーケティングとアプローチを通じてお客さま視点
のサービス提供を推進してまいります。中でも資産管理ニーズの高い富裕層との接点強化に重点的に
取り組む考えであり、ほくほくコンサルティングやほくほくTT証券と連携し資産運用・相続・不動
産の活用などの領域でワンストップの高度なソリューションの提供を目指してまいります。
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企業集団の事業の経過及び成果等

重点戦略①
多様な人材の活躍

　

■採用強化
～従来の枠組みにとらわれない採用活動の展開～

■全員活躍の推進
～充実したサポート体制のもと能力発揮を支援～

重点戦略②
自律的人材の継続的創出

　

■人材育成
～研修体系整備とタレントマネジメント高度化～

重点戦略③
能力を最大限引き出す

環境の整備
　

■挑戦する風土
～自ら手を挙げる企業文化の定着と支援～

■働きやすい環境整備
～ウェルビーイング向上に資する戦略投資～

多様な人材が活躍し活力あふれる企業文化の定着
　多様な人材一人ひとりのポテンシャルを最大限に引き出すことで生まれる活力をもとに、個人、組
織、地域がともに成長できるよう人的資本経営を進めております。
　課題解決力の深化や価値創造につなげるため、戦略分野の人員割合を高める方針としており、目指
すべき人材ポートフォリオを実現するために総人員数の維持、業務改革と人材の再配置、戦略分野の
増強の３つの側面から施策を展開しております。

〇総人員数の維持
　職員のウェルビーイング向上や自律的キャリア形成支援を通じたエンゲージメント向上を図るとと
もに、専門知識が必要な本部部署における即戦力として、また、外部の知見やノウハウによる組織の
活性化を図るべく、積極的にキャリア採用を実施しております。加えてアルムナイ採用やリファラル
採用の制度化も実施しており、幅広い採用手法による人材確保に取り組んでおります。
〇業務改革と人材の再配置
　生成AIの活用に向け、2024年3月に生成AI基盤を導入し、ワークショップや研修、プロンプトコ
ンテスト等を実施し組織への浸透を図っております。融資業務や渉外業務、本部業務における業務の
効率化に向けて検討を進めており、効率化と高度化を通じて業務を革新することで人材の再配置につ
なげてまいります。
〇戦略分野の増強
　コンサルティング、SX/GX、DXなどの戦略分野を牽引する人材や有価証券運用、ストラクチャー
ドファイナンスなどのプロフェッショナル人材の育成に向け、外部機関への長期派遣や研修派遣など
を重点的に実施しております。一定の資格要件及び業務経験を満たした人材をソリューション人材と
定義し、課題解決力の深化に資する人材の創出を進めております。

（ご参考）当社グループの人的資本経営の重点戦略
　タレントプールの量と質を高め、経営戦略と連動した人材ポートフォリオの構築を目指します。
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連結業績（編集依頼部分）

中　間 期　末 年　間
普通株式 45円00銭 65円00銭 110円00銭

　これらの取り組みにより、当社グループの当期の連結業績につきましては、以下のとおりとなりま
した。

連結業績

預 金 等
　預金・譲渡性預金の期末残高は、個人預金、法人預金が順調に増加したことにより、前期末比
4,464億円増加の14兆4,783億円となりました。

貸 出 金
　貸出金の期末残高は、事業性貸出、個人ローンともに堅調に推移し、前期末比2,389億円増加の10
兆6,975億円となりました。

有価証券
　有価証券の期末残高は、金利リスクの抑制と安定的な収益確保の両立を目指したオペレーションに
より、前期末比2,061億円減少の2兆1,125億円となりました。

収益状況
　連結経常収益は、前期比672億円増加し2,774億円となりました。その主な要因は、貸出金利息及
び有価証券利息配当金の増加により資金運用収益が495億円増加したこと、株式等売却益の増加と貸
倒引当金戻入益に転じたことによりその他経常収益が151億円増加したことです。
　連結経常費用は、前期比381億円増加し1,967億円となりました。その主な要因は、預金利息等の
資金調達費用が205億円増加したこと、国債等債券売却損の増加によりその他業務費用が212億円増
加したことです。
　以上の結果、連結経常利益は前期比291億円増加し807億円となりました。
　親会社株主に帰属する当期純利益は、前期比198億円増加の588億円となりました。

　なお、中間配当を1株当たり45円00銭実施しております。１株当たりの期末配当につきまして
は、普通株式は65円00銭の配当実施を株主総会にお諮りするものであります。

(ご参考) 当社は、2025年３月に株主還元方針を変更しており、機動的な自己株式の取得を含めて普通株式総
還元性向を2027年度までに40％を目途に引き上げることとしております。
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連結業績（編集依頼部分）

2024年度 2025年度 増減
コア業務純益 340 514 174
与信費用 19 △31 △50
有価証券関係損益 10 △43 △54
経常利益 343 516 172
当期純利益 241 385 143

2023年度

259

2024年度

340

2025年度

514
■コア業務純益（億円）

2023年度

151

2024年度

343

2025年度

516
■経常利益（億円）

2023年度

182

2024年度

241

2025年度

385
■当期純利益（億円）

2025/3末 2026/3末 増減
貸出金 59,017 61,706 2,688
預金・譲渡性預金 79,616 82,601 2,985

2024/3末

51,932

2025/3末

59,017

2026/3末

61,706
■貸出金（億円）

2024/3末

78,643

2025/3末

79,616

2026/3末

82,601
■預金・譲渡性預金（億円）

　主要な子会社の業績につきましては、以下のとおりとなりました。
■北陸銀行（単体）の業績及び預貸金期末残高
　本業の収益力を表すコア業務純益は、貸出金利息及び有価証券利息配当金の増加を主因に前期比
174億円増加の514億円となりました。
　経常利益は、コア業務純益の増加に加え、与信費用の減少により、前期比172億円増加の516億
円、当期純利益は、前期比143億円増加の385億円となりました。

(単位：億円)

　貸出金の期末残高は、事業性貸出や個人ローンが増加し、前期末比2,688億円増加の6兆1,706億
円となりました。
　預金・譲渡性預金の期末残高は、個人預金や法人預金が増加し、前期末比2,985億円増加の8兆
2,601億円となりました。

(単位：億円)

－ 41 －



ト
ピ
ッ
ク
ス

株
主
総
会
参
考
書
類

招
集
ご
通
知

事
業
報
告

2026/05/14 10:17:24 / 25301429_株式会社ほくほくフィナンシャルグループ_招集通知_電子提供措置用

連結業績（編集依頼部分）

2024年度 2025年度 増減
コア業務純益 179 258 78
与信費用 49 △31 △80
有価証券関係損益 ６ △37 △43
経常利益 129 251 121
当期純利益 119 178 59

2023年度

153

2024年度

179

2025年度

258
■コア業務純益（億円）

2023年度

77

2024年度

129

2025年度

251
■経常利益（億円）

2023年度

85

2024年度

119

2025年度

178
■当期純利益（億円）

2025/3末 2026/3末 増減
貸出金 45,757 45,462 △294
預金・譲渡性預金 60,941 62,431 1,489

2024/3末

43,512

2025/3末

45,757

2026/3末

45,462
■貸出金（億円）

2024/3末

60,373

2025/3末

60,941

2026/3末

62,431
■預金・譲渡性預金（億円）

■北海道銀行（単体）の業績及び預貸金期末残高
　本業の収益力を表すコア業務純益は、貸出金利息の増加を主因に前期比78億円増加の258億円と
なりました。
　経常利益は、コア業務純益の増加に加え、与信費用の減少により、前期比121億円増加の251億
円、当期純利益は、前期比59億円増加の178億円となりました。

(単位：億円)

　貸出金の期末残高は、事業性貸出や個人ローンが増加したものの公金貸出の減少により、前期末比
294億円減少の4兆5,462億円となりました。
　預金・譲渡性預金の期末残高は、個人預金や法人預金の増加を主因として、前期末比1,489億円増
加の6兆2,431億円となりました。

(単位：億円)
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企業集団の対処すべき課題

重
点
指
標

経営指標 当初目標
（2027年度）

修正後目標
（2027年度）

当初長期目標 修正後長期目標

1 ROE 8％台 8.5％ 10％ 11％

2 当期純利益 550億円 650億円 800億円 900億円

3 自己資本比率 10％台 10％台 10～11％台 11％台

4 OHR 50％台 40％台後半 50％程度 40％台前半

戦
略
の
エ
ン
ジ
ン

KPI 当初目標（2027年度） 修正後目標（2027年度）

1 SX/GX関連投融資 （期間累計）1.0兆円 （期間累計）1.2兆円

2 預かり資産残高 2.8兆円 3.0兆円

3 ソリューション人材 2,400人 2,500人

[企業集団の対処すべき課題]
　当社グループを取り巻く経営環境は、好調な企業業績を背景とした民間企業の設備投資や、物価上
昇の影響を受けつつも底堅く推移している個人消費が経済を牽引した一方、中東情勢の緊迫化を受け
て先行きの不透明感が増す環境となりました。日本銀行による2025年12月の政策金利引き上げは、
銀行の経営にプラスとなる側面もありますが、資金調達におけるコストの増加となる側面もあり、さ
らに中東情勢の影響が長期に及んだ場合は原油の価格高騰や供給不安なども想定され、企業や家計へ
の影響も懸念されます。
　こうした経営環境のもと、当社グループは「地域・お客さまの課題解決と当社の企業価値向上を共
に実現する期間」として2025年度から新たに中期経営計画「NEXT STAGE」を掲げ、役職員一丸と
なって取り組んでおります。
　2025年度は預金・貸出金の堅調な増加や持続的な成長に向けた各種施策の取組状況を踏まえ、中
期経営計画で掲げた最終年度の当期純利益やROEの達成が見込まれることから、2026年3月に経営
指標の目標を上方修正しました。引き続き、課題解決力の深化、経営基盤の強化、企業文化の定着を
戦略のエンジンとし、地域のありたい姿や当社の目指す姿の実現に向け取り組んでまいります。
　株主の皆さまには、引き続きご理解とご支援を賜りますようお願い申しあげます。

経営指標目標の上方修正
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企業集団及び当社の財産及び損益の状況、企業集団の設備投資の状況、重要な親会社及び子会社等の状況、事業譲渡等の状況

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
連結経常収益 187,883 190,104 210,180 277,468
　うち信託報酬 30 26 18 16
連結経常利益 26,392 23,278 51,621 80,757
親会社株主に帰属する
当期純利益 21,435 23,048 39,072 58,899

連結包括利益 229 67,683 10,753 114,018
連結純資産額 612,212 664,933 658,681 732,525
連結総資産額 16,172,700 16,382,886 16,441,220 16,963,785
信託財産額 5,230 5,273 4,834 4,434

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
営業収益 6,829 10,915 11,317 20,107
受取配当金 6,340 10,340 10,568 19,190
銀行業を営む子会社 6,337 10,337 5,565 18,987
その他の子会社等 3 3 5,003 203

当期純利益 6,339 10,335 10,493 19,188
１株当たり当期純利益 41円31銭 75円45銭 79円34銭 157円88銭
総資産 211,762 207,129 199,921 178,926
銀行業を営む
子会社株式等 203,419 198,047 192,675 171,189

その他の子会社株式等 5,351 5,351 5,451 5,451

⑵　企業集団及び当社の財産及び損益の状況
イ　企業集団の財産及び損益の状況 (単位：百万円)

(注) １．記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。
２．2025年度の状況については、前記「（１）企業集団の事業の経過及び成果等」のとおりであります。なお、
2023年度の連結包括利益はその他有価証券評価差額金が時価の上昇により増加したことを主因に2022年度に
比べ674億円増加しており、2024年度の連結包括利益はその他有価証券評価差額金が時価の低下により減少し
たことを主因に2023年度に比べ569億円減少しており、2025年度の連結包括利益はその他有価証券評価差額
金が時価の上昇により増加したことを主因に2024年度に比べ1,032億円増加しております。

３．信託財産額は、「金融機関の信託業務の兼営等に関する法律」に基づく信託業務に係る信託財産額を記載して
おります。なお、連結会社のうち、該当する信託業務を営む会社は北陸銀行１行であります。

ロ　当社の財産及び損益の状況 (単位：百万円)

(注) 記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

北陸銀行 北海道銀行 その他の業務 合　計
設備投資の総額 15,536 6,195 183 21,915

⑶　企業集団の設備投資の状況
イ　設備投資の総額 (単位：百万円)
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会社名 内　容 金　額
株式会社北陸銀行 システム投資、店舗改修ほか 4,685
株式会社北海道銀行 システム投資、店舗改修ほか 5,276

ロ　重要な設備の新設等 (単位：百万円)

会　社　名 所在地 主要業務内容 資本金
当社が有する
子会社等の
議決権比率

その他

株式会社北陸銀行 富山市 銀行業務 百万円
140,409

％
100.00

株式会社北海道銀行 札幌市
中央区 銀行業務 93,524 100.00

ほくほくTT証券
株式会社 富山市 金融商品取引業 1,250 60.00

ほくほくコンサルティング
株式会社 富山市

M&Aアドバイザリー業務、事業
承継コンサルティング業務、経
営コンサルティング業務

100 100.00

北銀リース株式会社 富山市 リース業務 100 70.25

株式会社北陸カード 富山市 クレジットカード業務 36 87.39

北陸保証サービス
株式会社 富山市 信用保証業務 50 100.00

北銀ソフトウエア
株式会社 富山市 ソフトウェア業務 30 100.00

ほくほく債権回収
株式会社 富山市 サービサー業務 500 100.00

北銀ビジネスサービス
株式会社 富山市 文書管理、事務集中処理業務 30 (100.00)

道銀ビジネスサービス
株式会社

札幌市
中央区

文書管理、現金等の整理・精
算、事務集中処理業務 50 (100.00)

道銀カード株式会社 札幌市
中央区

クレジットカード業務、信用保
証業務 120 (100.00)

株式会社
道銀地域総合研究所

札幌市
中央区

経済調査業務、受託調査・研究
業務、コンサルティング業務 100 (100.00)

⑷　重要な親会社及び子会社等の状況
イ　親会社の状況
　該当事項はありません。

ロ　子会社等の状況

(注) １．記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。
２．議決権比率は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。
３．議決権比率の（　）内は、間接議決権比率であります。
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(重要な業務提携の概況)
　株式会社北陸銀行及び株式会社北海道銀行は、株式会社横浜銀行、株式会社七十七銀行、株式会社
東日本銀行及び株式会社NTTデータとの間で、システム共同利用を行っております。

⑸　事業譲渡等の状況
　該当事項はありません。
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氏　名 地　位 担　当 重要な兼職 その他

中澤　　宏 代表取締役
社長 株式会社北陸銀行 代表取締役頭取

兼間　祐二 代表取締役
副社長

ＳＸ推進部
人事戦略部（副担当） 株式会社北海道銀行 代表取締役頭取

小林　正彦 取締役 営業戦略部
ＳＸ推進部（副担当） 株式会社北陸銀行 取締役専務執行役員

会田　朋生 取締役 経営企画部（副担当）
ＳＸ推進部（副担当）

株式会社北海道銀行 取締役常務執行役
員、株式会社北陸銀行 取締役執行役員

大塚　直久 取締役 リスク統括部 株式会社北陸銀行 取締役執行役員

松原　幸洋 取締役 常勤監査等委員

舟本　　馨 取締役
(社外取締役) 監査等委員

小川　万里絵 取締役
(社外取締役) 監査等委員 学校法人桜美林学園 常務理事総合企画

部長兼ダイバーシティ推進室長

横井　　裕 取締役
(社外取締役) 監査等委員 artience株式会社 社外取締役（監査等

委員）

牧野　真也 取締役
(社外取締役) 監査等委員 明治安田損害保険株式会社 代表取締役会長、

トピー工業株式会社 社外監査役

奥村　浩子 取締役
(社外取締役) 監査等委員 名古屋鉄道株式会社 社外取締役

２．会社役員に関する事項
⑴　会社役員の状況 (年度末現在)

(注) １．情報収集の充実を図り、内部監査部門等との十分な連携を通じて、監査の実効性を高め、監査・監督
機能を強化するために常勤監査等委員を選定しております。

２．当社は、舟本馨、小川万里絵、横井裕、牧野真也、奥村浩子を東京証券取引所及び札幌証券取引所
の定めに基づく独立役員として指定し、両取引所に届け出ております。
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会社役員に関する事項

氏　名 退任日 退任事由 退任時の地位・担当及び重要な兼職の状況

髙田　芳政 2025年6月20日 任期満了 取締役、株式会社北海道銀行 取締役副頭取執行
役員

坂本　嘉和 2025年6月20日 任期満了 取締役、株式会社北陸銀行 取締役常務執行役員

西野　太郎 2025年6月20日 任期満了 取締役、株式会社北海道銀行 取締役常務執行役
員

北川　博邦 2025年6月20日 任期満了 取締役（常勤監査等委員）

眞鍋　雅昭 2025年6月20日 任期満了
社外取締役（監査等委員）、株式会社ほくや
く・竹山ホールディングス 代表取締役会長、株
式会社 ほくやく代表取締役会長

当事業年度中に退任した取締役

⑵　会社役員に対する報酬等
イ　取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項

　当社は、2025年5月12日の取締役会で「報酬等の決定方針」を決定し、役員の報酬等の内容の決定に関する
方針や手続等について次のように定めております。
　なお、取締役会は、役員の個人別の報酬等の内容が、上記の手続きに従って検討・決定されていることか
ら、「報酬等の決定方針」に沿うものであると判断しております。

「報酬等の決定方針」
⑴　当社は、役員の報酬が、当社グループの持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に向けたインセンティ

ブとして機能するように、その水準・構成を設定する。
⑵　監査等委員である取締役を除く取締役の報酬等は、以下の「基本報酬」、「業績連動賞与」及び「株式報

酬」で構成し、個人別の報酬等については、株主総会において決議された年間報酬限度額・数の範囲内にお
いて、別途定める役員報酬規定、業績連動賞与規定及び株式報酬規定に基づき算定された額・数、及びそれ
らの構成比の適切性、妥当性に関し、関連する業種に属する企業の報酬等も参考とした検討を行い、その決
定を代表取締役社長に委任する。代表取締役社長は、指名・報酬委員会からの助言を受けて、客観性と透明
性を確保のうえ個人別の報酬等を決定する。

　　なお、監査等委員である取締役を除く取締役のうち、社外取締役については、中立・独立した立場から業
務執行の監督を行う役割を踏まえ、基本報酬のみで構成する。
①　基本報酬

　基本報酬は、役位別に評価に応じて定める固定額の報酬とし、毎月支給する。
②　業績連動賞与

　業績連動賞与は、役位別に定める額を基準とし、当社グループの経営計画の達成に向けたインセンテ
ィブを高めるための業績指標を設定し、業績目標の達成度に応じて支給額を決定し、毎年一定の時期に
支給する。

③　株式報酬
　株式報酬は、役位別に定める額を基準とし、当社グループの持続的な成長と中長期的な企業価値の向
上に向けたインセンティブを高めるための業績指標を設定し、業績目標の達成度に応じて算定される数
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区　　　分 報酬等の
総額

報酬等の種類別の総額
人数

基本報酬 業績連動
報酬

非金銭
報酬

退職
慰労金

取締役（監査等委員を除く）
人

123 100 13 9 － 8

取締役（監査等委員）
人

60 60 － － － 8

計
人

184 161 13 9 － 16

の当社普通株式を毎年一定の時期に割り当てる。割り当てる当社普通株式には、当社の取締役等の地位
を退任するまでの間、譲渡制限を付すものとし、退任時に譲渡制限を解除する。

⑶　監査等委員である取締役の報酬等は、中立・独立した立場から業務執行の監督・監査を行う役割を踏ま
え、基本報酬のみで構成し、個人別の報酬等については、株主総会において決議された年間報酬限度額の範
囲内において、別途定める役員報酬規定に基づき、指名・報酬委員会からの助言を受け、客観性と透明性を
確保のうえ、監査等委員の協議により決定する。

⑷　代表取締役社長に委任する権限の内容は、個人別の報酬額の決定であり、代表取締役社長は個人別の報酬
額・株式数を指名・報酬委員会における議論を踏まえて決定する。

ロ　取締役の報酬等の総額等
(単位：百万円)

(注) １．記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。
２．使用人兼務役員の使用人分給与のうち重要なものは、該当ありません。
３．当事業年度末現在の取締役（監査等委員を除く）５名及び取締役（監査等委員）６名と、当事業年度

中に退任された取締役（監査等委員除く）３名及び取締役（監査等委員）２名を合わせております。
４．業績連動報酬として、業績連動賞与を支給することとしております。業績連動賞与は、当社グループ

の経営計画の達成に向けたインセンティブを高めるための業績指標として①連結当期純利益、②２行合
算コア業務純益を設定し、その達成比率を元に定める業績目標達成係数を、役位別に定める基準支給額
に乗じて支給額を決定し、毎年一定の時期に支給します。

　　当事業年度における業績指標の実績は、①連結当期純利益は588億円、②２行合算コア業務純益は
772億円となりました。

５．非金銭報酬として、業績連動型株式報酬（業績RS）を支給することとしております。業績RSは、当社
グループの持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に向けたインセンティブを高めるための業績指標
として①連結ROE、②TSR（上位他行比率）、③GX関連投融資額、④女性管理職比率を設定し、その達
成比率を元に定める業績目標達成係数を、役位別に定める基準交付株式数に乗じて、交付する当社普通
株式数を決定し、毎年一定の時期に交付します。

　　当事業年度における業績指標の実績は、①連結ROEは8.66％、②TSR（上位他行比率）は145.20％、
③GX関連投融資額は3,530億円、④女性管理職比率は27.80％となりました。

　　非金銭報酬の内容は以下のとおりであります。
①　交付する当社普通株式の上限数・上限額

　年間45千株、45百万円以内とします。
②　譲渡制限

　割り当てる当社普通株式には、当社の取締役等の地位を退任するまでの間、譲渡制限を付すもの
とし、退任時に譲渡制限を解除するものとします。
　但し、譲渡制限期間中に、対象取締役が法令、社内規則又は株式割当契約違反その他割当株式を
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無償取得することが相当として当社の取締役会で定める事由に該当した場合、当社は割当株式を当
然に無償で取得するものとします。

６．取締役の報酬等についての株主総会の決議は、2017年６月27日開催の第14期定時株主総会において
行われており、その内容は以下のとおりであります。

①　取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額（使用人兼務取締役の使用人分給与は含まない）は、
年額250百万円以内とする。なお、当該定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員を除く）の員
数は７名であります。

②　取締役（監査等委員）の報酬限度額は年額80百万円以内とする。なお、当該定時株主総会終結時
点の取締役（監査等委員）の員数は５名（うち社外取締役は４名）であります。

　　株式報酬にかかる決議は、2025年６月20日開催の第22期定時株主総会において行われており、その
内容は以下のとおりであります。

　　取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額とは別枠で、取締役（監査等委員及び社外取締役を除
く）に対する株式報酬の付与のための報酬は年間45千株、年額45百万円以内とする。なお、当該定
時株主総会終結時点の、株式報酬の付与対象者となる取締役の員数は5名であります。

７．取締役会は、取締役（監査等委員を除く）の個々の報酬等の内容についての決定を、代表取締役社長
中澤宏に委任しております。代表取締役社長は、指名・報酬委員会からの助言を受けて、客観性と透明
性を確保のうえ個人別の報酬額・株式数を決定いたします。委任の理由は、当社グループの業績を踏ま
え各取締役の評価を行うことができる代表取締役が適任であると判断するからであります。

（参考）役員報酬の全体像
報
酬
種
類

業
績
連
動

有
無

支
給
方
法

算定方法等 支給時期

基
本

報
酬

固
定

現
　
金

役位別の評価に応じた固定額 毎月

業
績
連
動

賞
与

短
期

業
績
連
動

役位別の
基準額 1年に1度支給

評価指標 業績連動幅

財務指標 連結当期純利益 0～150％2行合算コア業務純益

株
式
報
酬

中
長
期

業
績
連
動

譲
渡
制
限
付
株
式

役位別の
基準額 1年に1度割当

評価指標 業績連動幅
財務指標 連結ROE

0～150％株式指標 TSR（株主総利回り）

非財務指標 GX関連投融資額
女性管理職比率

×

×
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氏　名 兼職その他の状況

小川　万里絵 学校法人桜美林学園 常務理事総合企画部長兼ダイバーシティ推進室長

横井　　裕 artience株式会社 社外取締役（監査等委員）

牧野　真也 明治安田損害保険株式会社 代表取締役会長、
トピー工業株式会社 社外監査役

奥村　浩子 名古屋鉄道株式会社社外取締役

氏名 在任期間 取締役会等への
出席状況

取締役会等における発言状況および
社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

舟本　　馨 4年10カ月

当期開催の取締
役会11回、監査
等委員会11回全
てに出席しまし
た。

警察庁において刑事局長の経歴を有しています。ま
た、株式会社整理回収機構専務取締役として経営に
携わり、金融分野における豊富な経験と幅広い見識
を有しております。これらの経験・見識を活かし、
経営陣から独立した立場で、当社の監査機能や取締
役会における意思決定・監督機能の実効性強化に貢
献することを期待しており、その役割を果たしてお
ります。

小川　万里絵 3年10カ月

当期開催の取締
役会11回、監査
等委員会11回全
てに出席しまし
た。

日本銀行における要職の歴任を通じて培った豊富な
経験と幅広い知見を有しております。これらの経
験・見識を活かし、経営陣から独立した立場で、当
社の監査機能や取締役会における意思決定・監督機
能の実効性強化に貢献することを期待しており、そ
の役割を果たしております。

横井　　裕 3年10カ月

当期開催の取締
役会11回、監査
等委員会11回全
てに出席しまし
た。

外務省における要職の歴任を通じて培った豊富な経
験と幅広い知見を有しております。これらの経験・
見識を活かし、経営陣から独立した立場で、当社の
監査機能や取締役会における意思決定・監督機能の
実効性強化に貢献することを期待しており、その役
割を果たしております。

３．社外役員に関する事項
⑴　社外役員の兼職その他の状況 (年度末現在)

⑵　社外役員の主な活動状況
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社外役員に関する事項

氏名 在任期間 取締役会等への
出席状況

取締役会等における発言状況および
社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

牧野　真也 1年10カ月

当期開催の取締
役会11回、監査
等委員会11回全
てに出席しまし
た。

明治安田生命保険相互会社における豊富な金融機関
経営の経験と幅広い見識を有しております。金融機
関経営の専門家としての経験・見識を活かし、経営
陣から独立した立場で、当社の監査機能や取締役会
における意思決定・監督機能の実効性強化に貢献す
ることを期待しており、その役割を果たしておりま
す。

奥村　浩子 10カ月

在任中、当期開
催 の 取 締 役 会9
回、監査等委員
会9回に全てに出
席しました。

外国系金融機関における要職の歴任を通じて培った
豊富な経験と幅広い知見、弁護士としての法務全般
に関する専門的な知見を有しております。これらの
経験・見識を活かし、経営陣から独立した立場で、
当社の監査機能や取締役会における意思決定・監督
機能の実効性強化に貢献することを期待しており、
その役割を果たしております。

区分 当社からの
報酬等の総額

報酬等の種類別の総額 人数
基本報酬 業績連動報酬 非金銭報酬 退職慰労金

報酬等の合計 33 33 − − − 人
6

⑶　社外役員に対する報酬等 （単位：百万円）

(注) １．記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。
２．当社の親会社等からの報酬等はありません。
３．当事業年度末現在の社外役員５名と、当事業年度中に退任された社外役員１名を合わせております。

⑷　社外役員の意見
　該当事項はありません。
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株主総会会場ご案内

株主総会会場ご案内

会場

株式会社北陸銀行本店
６階会議室
富山市堤町通り一丁目２番26号
TEL 076‒423‒7111

　

市
内
電
車

富山
市役所富山

県庁

富山
城址公園

（西町北）

グランド
プラザ前

電鉄富山駅・
エスタ前

北陸新幹線

いたち川桜橋
松川

電気ビル前

地鉄ビル前

荒町
中町

西町
中央通り

至南富山

N

41

41

富山駅
電鉄富山駅

北陸銀行本店

交通機関

富山駅から 徒歩約20分

市内電車利用の場合は

　南富山駅前行き「西町」下車、徒歩約２分

富山駅行き・大学前行き・環状線
「中町（西町北）」下車、徒歩約３分

　
※当日は銀行駐車場の使用ができませんので、公共交通機関等をご利用いただきますようお願い申しあげます。

札幌中継会場のご案内
札幌中継会場は株主総会の会場ではございません。富山の定時株主総会会場の模様を映像でご覧いただけます。

会場

ほくほく札幌ビル
５階ホール
札幌市中央区大通西２丁目５番地
TEL 011‒233‒1185

　

JR札幌駅

地
下
鉄
東
豊
線

地
下
鉄
南
北
線

N

赤れんがテラス

北5条・手稲通

北1条・宮の沢通

地下鉄東西線

南1条通

札幌市時計台
創
成
川
通

札
幌
駅
前
通

西
3
丁
目
通

西
2
丁
目
通

大通公園

ほくほく札幌ビル
交通機関
札幌駅から 徒歩約15分

地下鉄大通駅から
　※18番出口が便利です 徒歩約２分

　※当日は銀行駐車場の使用ができませんので、公共交通機関等をご利用いただきますようお願い申しあげます。


